
人口 24事，613人

殺事撃 事5，1昌1君主革審

(平成 4年 6月 1日現在)

フ
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紺
醐
時
パ
ス
が
発
萄
+

裕
一
間
で
も
鑓
一
の
広
い
砂
浜
が
残
さ
れ
て
い
る
平
塚
海
岸
を
舞
台
に
、
今
年
も
市
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の
み
な
さ
ん
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や
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ピ
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ポ
ー
ツ
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な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
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、
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休
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叶
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な
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委
員
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局
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と
利
掃
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け
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ら
湘
南
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岸
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道
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調
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連
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収
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岸
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懇
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。
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れ
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ベ
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で
も
出
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ボ
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。
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と

い

っ

た

安

全

管

理

に

つ

い

て

l
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も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
自
の
ス
ボ
ー
は
、
日
本
ラ
イ
フ
セ
l
ピ
ン
グ
協

ま
十
¥
海
岸
管
理
セ
ン
タ
ー
が
ツ
施
設
は
、
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
会
に
委
託
し
、
常
時
五
人
の
う
イ

と、ピーチバレー大会を関鵠しま

参加チームは、男子上級の部と一般の部が

畠64チーム (1チーム 2人)、小学生男子の部

と女子む部各 6チーム(1チ ム 6人〉です。

なお、 ζの大会に優勝すると、オーストラリ

アゴールドコーストで行めれ之

大会への出場権が得られます。

3，000発

夏の夜訟を音とともに色と

りどりに染め、>cる人の心を総7します。そん

な主主の風物詩、花火大舎をみなさんにお届けし

ます。ご家族おそろいでお出掛けください。

剛時間午後 7 時30分~9 時(南天瀬経〉

褐会場紹模111河 口 ( 機 南 瀬 来 )

市主誌のみなさんに、平塚のさかなと漁業につ

いて知っていただこうと、楽しい企画をたくさ

ます。ご家族で参加して、思い出

1臼をお過ごしください。

・時間 午前10時~(雨天麟経〉

・会場釣り?昔前湾辺

・内容体験コーナー、試金コナなど

問い合わせ油業協同組合電諮21-0146

El 

「ピチタッチフットポ

。今すぐチャレンジすれば、エキスノやー

トになれるかも。トライしてみてください。

7 

して忘れてはならないのが、湖南

ド。羽田の湘南サワンドを担うアマチユ

ドのピーチコンサートを企画しました。

平塚に設住、在茸むのアマチュアバンドのみな

さんが堂に会して横審します。

告掲7
~号

ジポールのルールを取り入れ、ピ チで

するのが「ピーチドッジポール」です。

神縄が発持の地という乙のスポーッ、とにかく

ル ルが簡単で、だれにでも手較に諜しめます。

急詞 7
~号

時岡敬瀦務麟瞬静V 明 2

ち重いド を Jレ雲街域塁 誕醐 立明 言市日ご半

iiiii担当idF野謡選 giii!?421iEiiiiiEii;15
531;:予言説目見事:襲撃聾守 iZ113i心取材しーだした
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昨
年
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検
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

5
孔
一
マ
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員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
は
名
簿
に
よ
り
通
知
す
る
が
、
今

一
勤
め
の
方
お
人
(
先
着
順
)
一
年
は
じ
め
て
の
万
は
、
商
業
観
光

マ
申
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業
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光
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一
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身
体
検
査
、
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、
還
資
第

一
出
な
ど
に
使
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す
る
計
量
器

夏休みは普段と異なり、子供たちの行動範制や交遊関係

が一段と広がり、これまで経験したこともない刺激や影響 ミ酔

を受けやすく、ちょっとしたきっかけで今まで見られな i牟
かった問題行動を起こすことがある。特に、遊休みの後半 雪主主

から 2学期にかけてその横向がよく見られるので、次のよ l JIi 
うな行動をとる子供は「非行の蔀信号 J として注意するこ まで

とが必要である。 H2'
[非行の事信号] ①成総が急にf害くなる ②うそをつく 1玩

ことが多くなる ③言葉遣いが悪くなる ③寅任を他に押 ~ t;:: 
しつける ⑤ 高 価 な 持 ち 物 が 多 く な る ⑥お金を献しがる iz 
⑦見知らぬ 友人が現われる ③桜装が派手になる ⑨家臨 主 う

との会誌が少なくなる ⑬深夜の外出が多くなる ~ ~涜
青少年相談室{市民センター H皆・電話34~-7311) では、 、 日

子供のことて出出んでいることや因っていることなどについ

て、専門相談員が棺談をお受げしている。ご利用老若。

・相談日 月~金曜日の午前9時~午後 4時(第 1・第 3
二上耀日は午前日時まで〉

。ヤングテレホン

子供たちのためにつ人で悩まずすく守電話J を合い言葉言葉契

にヤングテレホン椙談を弱設している。 lさ約
・開設毘 月~土綾田の午前9時~午後6時 30分 iη2 
・電話 33…7830 ) す 縁

。資企年相談の出張窓口 iベな

より身近で、お気軽にご相談ができるよう各施設を利用 iZL12 
して出張窓口を開設する。ご利用をロ ζ 出ム

・開設B 7月30B (木)湖南公民館、 8月27日(木)悶

崎公良重富(時間はいずれも午前回時~午後 4
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真意 4王手 3転5ヨミ晃司主)

予算茨額 ij主人主毒害義 詩f茶室翼
7031輩る， 160フヲ 658j曹5，511万河 593!:意4，677万河

744鍍 7，133nF3 680i:童 万 内 663イ麓1.223万円

421纏 5，797万内 423億 6.415万円 394億 5.749万円

94億 2，493万円 88億 9，566万円 79億 270万 f弓

15荘重 481万円 16億 3，380万円 14億 6，725万円

112億 6，08175円 57控室2，448万門 80熔 8.384万門

6張主9，777万 fJ:J 61意9.777万円 6億 9，5047JFJ

6ι9697i円 5，894万 Fl::l 6令675万円

7.134万汚 7，038万円 6，272万円

3，687二rjFJ 3，7547n工:_j 3，5357nよ1

9億 8，822万円 E霊8，822万円 9僚お 822万円

82{~5 ， 892ヱゴf弓 75荘重7，6857jf.IJ 75官官5，287)-jF弓

1，448鰭3，293万円 1，3391窓 290方向1，256j輩5，9007JF弓

3 
会計刻

一殺会計

特別会計

競輪事業

国民健康保険事業

都市改造事業

下水道事業

都市 施 設 用 地 取 得 事 業

食肉センター

交通災害共済事業

水産物地方卸売市場事業

総合公民話用地取得事業

老人保イ建庶捧事業

合計

(
平
成
4
年
3
月
末
日
現
在
〕

な寄って夏を安全に

7月21開
~30詞

夏の交通事

故防止運動

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
市
の
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
る
。
市
で
は
、
絞
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
キ
持
効
に
使

う
た
め
、
一
般
家
庭
と
同
じ
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
レ
ど
い
る
。

今
回
は
平
成
一
一
~
年
度
の
一
般
会

計
を
中
心
に
出
町
政
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る

G

詳
し
く
は
、
信
政
課
財

政
相
配
当
(
内
線
二
五
一
一
)
に
お
尋

ね
を
。

カンザス大 3ぎを中心とした横康IJt去が、高山

県で照催する「世界アマチユア演劇祭 J に 参

加するのにあわせ、姉妹都市の乎単市で英語

の古典横劇を披露する。

5月沼 14時開演

狂言問予(ぶす)

失われた子学
※英語の積劇;こ日本語の解説

パ申し込み電話で文化行政推進室

へ(内総673)。入場無料

。演扇

41意 693万円

4告主2，401王7ドj
迂6，臼96):1"["'1

4告を6，4577iP"-3
tno万戸i

手

苦7.7547了ト弓
、477JifIj

4C~~8 ， 90Sフ
7億ぉ 744万円

，620)jTl 

9億 9，751)jFj
2億 6，60()万円

9Sl2ノif'l
4:32ノ

以ば在9，041JJPJ

08司18Eヨ(火)

.19時-，21 機内沼地 集 会 所

担 当 広 報 広 聴 諜

産業・経済海軍主づくり

I はt川

ニν/ヨツピンクモ、 Jレ整惜事業

(3~ 4今度 継 続 )

教事事 .)[1とま察宅毒づくり
iLJ域子どもの京整備 f会議
ノげ予子どもの家用地取得事業

江線

路市公民館 新 築 事 業

博物館常 設展;T、製11委託紫

着目指環濠づくり
道路改良事業

コミヱニティ



〈ヰ〉平成ヰま手ア汚守 58らつま3、

み
な
さ
ん
を
お
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ぎ
の
回
へ
ご
寮
内
す
る

「
平
塚
七
夕
ま
つ
り
)
が
、
湖
南
ス
タ
l
モ

ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
七
月
一
一
一
日
か
ら

七
れ
ま
で
の
五
日
間
関
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
竹
節
り
の
話
題
は
、
一
き
ん
さ
ん

ぎ
ん
さ
ん
一
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
さ
能
界
に
例
え
て
、
お
も
し
λJrお
か
し

く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
や
ジ
ョ

l
ズ
な
ど
の
「
映
画
ス
タ
ー

と
星
ま
つ
り
い
や
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
「
か

ぐ
や
姫
」
、
歌
舞
伎
の
「
義
経
子
本
桜
」
な

ど
豪
華
な
作
品
が
目
白
押
し
で
し
た
。

訪
れ
る
人
た
ち
は
、
さ
わ
や
か
な
湘
南
の

夏
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
、
七

夕
飾
り
に
合
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
印
象
的

で
し
た
。

今
年
の
人
出
は
、
一
一
一
百
五
十
九
万
人
と
い

う
最
高
の
人
出
で
、
竹
品
問
り
を
見
て
思
わ
ず

顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
親
子
連
れ
、
お
父
さ
ん
の
肩

車
の
上
で
は
し
ゃ
い
で
竹
飾
り
を
も
て
遊
ぶ

子
供
な
ど
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
お
祭
り
で
し

た
3
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予
選
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7
月
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木
)
i
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日
(
金
)

9
時
中
泌
氏
中
学
校
体
内
汀
大
会

。
7
月刊山口
μ
(
U
J
9山
町
市
長
杯
争
毎
卓
球
大
会

。
7
月
初
円
以
(
本
)
1
8日付
1
G
(
土
)

9
持

関

東

学
μ

軍
港
予
権
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~
拡
大
会
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u
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5
日
(
本
)
1
6
日
(
木
)

9
時
神
奈
川
町
間
ジ
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ニ
ア
選
子
機
本

泳
大
会

8
月
9
日
(
日
)
9
時
平
塚
地
返
小
学
生
パ
レ
i
ホ
i

ル
大
会

〈〉
J
F
リ
i
グ
サ
ッ
カ
ー
2
部
(
高
校
生
以
上
五
百
円
)

・7
月
刊
日
(
土
)
H時
東
邦
チ
タ
一

〈
〉
そ
の
ほ
か
の
主
な
大
会

-
7
丹
市
山
田
(
尽
)
9時
お
分

記念、市民ツアーの募集今令制4

10月9 倹

③コース 平塚中搾jli 山飛韓の

郷吉村泊夕食捻点ilJまつり見物

一五る まつり.f，!由行動 r~";j L1J泊

日本ライン下り 平 場

費用 :n .soo門(ノ、ス代、宿泊費、経食代)

@募集人録的人〈先着隈)

@申し込み 企画部交流続誇諜(内綜597)

認露寺

勿志
向 F →

r，-~'-É-) 

花巻

元ご

雪、長食代)

(f.弓Jゑ泉S97)



し
て
き
ま
し
た
の
で
、
家
を
今

年
新
築
し
ま
し
た
。

。
私
の
ふ
る
容
と

釧
路
市
は
水
巌
物
の
水
揚
げ

包
本
一
を
誇
る
釧
路
港
と
、
滋

一一
L

原
と
し
て
日
本
一
広
い
斜
路
湿

二
」
原
が
会
前
回
的
に
有
名
で
す
が
、

設
本
一
広
い
銚
路
滋
藤

〈をラ〉

。一寸鍛毒事務 …................・H ・...30名程度

昭和43年 4月 2日以障に生まれた方で、学校教

育法 に よ る 大 学 を 平 成 4年 3月以降卒業した:々ま

たは 5年 3月に卒業見込みのfi (穏期大学酷く)

。建築@土木 ....・ H ・....・H ・......・ H ・-著苦手名

昭 和39年 4月 2白以障に主主まれた方で、学校教

育i去による大学の専門課擦を平成光年 3月以降卒

業した方または 5年 3月に卒業見込みの方(短期

大学を除く〉

く〉電気・・ H ・H ・...・ a・......・ H ・.....・H ・...若手名

昭 和39年 4月 2臼以障に生まれた方で、学校教

育法による大学の電気工学科、または電子工学科

を平成琵年 3月 以 陣 卒 業 し た方または 5年 3Flに

卒業見込みの方(短期大学を除く〕

。機械 ・H ・・H ・H ・-…・省 H ・H ・-……若干名

昭和39年 4月 2臼以障に生まれた方で、学校教

育法による大学の機械工学科または建設設備工学

科を平成元年 3月以降卒業したJjまたは 5年 3月

に卒業見込みの方(短期大学を除く)

く〉湾番目・ H ・H ・・H ・-…… B・H ・H ・-…日若干名

昭和43年 4月 213 以降に生まれた方で、学校教

育法による専門課程在平成 4年 3月以降卒業し、

奇書の資格を有する方または 5年 3月に卒業見込

みむ資格取得見込みの方(短期大学を除く)

。保母 ........・ H ・・H ・..，.....・ H ・-…省若干名

昭和45年Fl2日以時に生まれた方で、保母の

資格を有する方または短期大学及び保母養成施設

を 5年 3月に卒業見込みの資格取得見込みの方

く〉 総尿検遊技綴 a喜義務IJg車 盛岡 H ・H ・-…各 1名

昭和42年 4月 2日以降に生まれた方で、臨床検

査技師または薬剤師の資格を有する方

。受験手続き 受験申込書聖在、本人がi~接持害する
受付 7 月四日同~7 月 24 臼位。 市民ホーJレ

・問 い 合 わ せ 磯 良 課 人 事 担 当(内鰻321、322)へ

。募集人員 …....>.…  若干名

o受験資格 ①昭和42年 4Jl2日以降に生まれた

二万で、高校卒業以との学歴のある方、または平

成 5年 3nに卒業見込みの健康な男子 ②身長

160cm、体重50kg;胸 間80cm、時限とも操眼視

力0.1以 tで、かつ矯五視力1.0以上、色覚及び

聴力が正常な万

ぐノ第 1衣試験 9 H 6日 cm 
く〉申し込み 7 TJ31 ，1 (金)までに、消防本部庶

務課(内綿持7)へ受験申込書(庶務課に用意

してある)そ本人がI互接持参する

消防本部庶務課

豊富492号

私
は
郷
土
料
理
。
抑
制
路
な
ベ
。

を
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
で
す
ね
。

ザ
ケ
、
ツ
ブ
、
カ
キ
、
ホ
ッ

キ
、
ホ
タ
テ
な
ど
の
海
の
幸
が

た
く
さ
ん
入
っ
た
な
べ
料
漂

一
九
新
鮮
な
材
料
を
使
え
る
の

は
釧
路
な
ら
で
は
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
鋭
路
と
い
う
泡
名

で
す
が
、
ア
イ
ヌ
諮
の
「
ク
シ

ュ
ル
(
通
路
ご
と
い
う
意
味

で
、
品
目
ア
イ
ヌ
の
大
部
落
が
あ

り
、
人
々
が
往
来
し
た
の
で
つ

け
ら
れ
た
と
鶴
い
て
い
ま
す

0

0
事
塚
に
伎
ん
で
の
感
想

安
心
し
て
子
供
を
遊
ぽ
せ
る

公
園
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
家
の
近
く
に
あ
る
篭
波
管

理
問
問
跡
地
に
来
年
公
民
館
と
公

開
問
が
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
子

供
か
ら
お
琢
寄
り
ま
で
気
軽
に

利
用
で
き
る
空
間
を
作
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
(
撫
子
庖
)

(
護
粂
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

語
っ
て
い
た
庁
く
コ
ー
ナ
ー
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

ん
で
か
ら
の
感
相
官
セ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

。
送
り
先
一
γ
加
平
田
崎
市
浅
間
同

町
9
1
1
平
塚
市
広
報
広
穂

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係
(
市
内

線
一
一
一
一
回
)

警

。
プ
ロ
努
琢
公
式
戦
(
有
料
)

明

7
月
山
品
目
(
余
)
随
時
横
浜
大
洋
対
広
島

揖
外
野
席
当
日
発
り
大
人
一
千
二
百
円
、
小
人
六
百
円

〈
〉
イ
ー
ス
タ
ン
リ
i
グ
公
式
戦
(
大
人
八
百
河
、
小
人
三
百
円
)

・
8
月
6
日
(
木
)
凶
時
横
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

-
8
R
7
門
口
(
金
)
施
時
横
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

-
8
R
8
日
(
土
)
児
時
横
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

。
全
開
出
高
校
野
湾
選
手
権
神
奈
川
川
大
会
(
大
人
五
百
円
、

高
・
大
学
生
三
百
円
、
小
'
中
学
生
百
円
)

・7
R
U
臼
(
臼
)
j
k
p
m
品
目
(
火
)

。
そ
の
ほ
か
の
主
な
試
合

・
8
月
2
日
(
臼
)
9時
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
8
月
4
8
(火
)
9
時
少
年
野
球
大
会

く

時十持友好都市憲章絞10ft望新

臼終雪月 513ほ)~7 国(月)

-コース平塚花巻 ま つ り 見 物

戸平潟泉泊ー高村光太郎記念館

沢賢治記念館物産セン安一

まつり見牧子一大沢濁泉泊 りん

みちのく物産---'l'嘩

-重量周 47.800円(ノミス代、街治費

・募撞人員 80人(先着順)

・申し込み 企画部交流親善寺諜 (p

野菜、楽物、菓子

手作り品、地i笥

雨 天 の 場 合 は 、 翌 日 の

朝 7 時~lO時まで青果

の朝市在的関く

担 当 地 域 づ く り 諜

自由に利用で哲ます

ただし、お隠はで幸ません

O~隊合体驚鎗(電話31--3057)
・開法撞自 卓 球 、 パ ド ミ ン h ン、パスケッ

ト、軟式底球 (--16時)、バレー(16時~)

• 7月初日(月)午後 1時~午後呂時

8 月 10日(月) ノノ

く〉金E!l公E主総体管室宮崎話31"--2136)

く〉金扇公民総体育館(電話58---0101)

。紳E自公民銀体育館〈電話出一位拍)

011草海公E号館体湾総(電話31--2255) 

・開雄種田 パ レ ( 9 時~13時〉、パドミン

トン、卓球(13時~16時〉、パスケット(16

時~20時)、

.7)奇201ヨ(汚)午鍛9時~午後 8時



教
育
議
員
会
で
は
市
災
文
芸

の
作
品
を
葬
祭
す
る
。

式
市
民
文
京
は
、
み
な
3
ん
の

日
ご
ろ
の
文
芸
活
動
の
成
田
ポ
を

発
表
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
弘
、

の
部
・
涯
の
部
に
分
け
て
一
行
っ

て
い
る
も
の
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人

rmは
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。

マ
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」
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縦
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お
勤
め
ま
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は
通
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し
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方
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φ
未
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の
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の
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②
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別
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認
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用
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③
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@
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、
住
所
、
氏
名
、
議
議
丑
回
せ

は
、
は
が
き
の
惑
に
書
く
こ
と

@
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
勤

務
先
(
学
校
)
を
操
作
く
こ
と

マ
応
募
期
限

7
月
お
一
口

(金〉
マ
応
募
先
守
山
川
平
塚
市
浅
間

町

9

1

平
塚
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

(
内
線
五
一
一
回
)

可知歩

、句F

?
に

カワークショップ f陶芸j

初心者を対象にオこね、練り、簡単な軸車

っくりを体験してから製作する。

れ4

(Aコース) H f:llllJ (火)、(木)

(Bρ) ノ1 14fl (金〉、 16日 (H)
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弘
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セ
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ら
っ
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腿
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一
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カ
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1
事
業
運
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委
員
会
一
お
日
(
本

)
1お
日
(
火
)

(
渇
諮
問
記
二
一
二
一
一
五
)
へ
。
一
{
湖
南
地
ぽ
観
光
振
興
協
議
会
銭

{

光

日

間

「
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南

漫

タ

」

}
7
月
初
口

(木

)
1
0れ
月
4
口
〈
火
)

〔
サ
ー
ク
ル
溺
ー
λ
部
油
絵
展
}
8

月
6
日
(
木
)
〈
)
日
以
日
(
火
)

{
パ
ー
テ
ィ
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
美

術
開
脱

}
8月
日
行
(
木

)
1凶
日
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火
)

公人形劇 fスーホの縫い潟J
劇出!日の火 jの出閣によるこども人形劇。

ClB-0' 7 J-J22H (メく)

午前の部11時~、今後の部14時~

司会場 3階ホル

ー入場券 こどもをどで、，配布〈今日行の部10

時仲介~、勺拾の部日時4()分へ〉各160人

合理央E霊会

心 7A19日 (忍) 10時、時 3轄庁、ーノレ

r息 子 i ビデオ映Ll!旬、 121分

1)) 7月四日(お) 10時、日時 3階ホール
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・教材費 1，5削円
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ー弘子持司 全戸-16iJ;'j-
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②対量小学 3 年生~~ 6年 生20人(先恭順)

合初級バドミントン数獲

日程 8月 8日-29日の樟週土曜日

a 時間 時~16時

会場制退場

ー対象小学 3年生-6年 生20人(先着順〉

公開輯時間

火~上曜日 9時 -21時 30分

〈日曜けのみ 9時 -17時〉

カ体館日 毎週月曜日

<，曹企年金鵠

千制捜措Jfrrn2~-41 電ふ号32--7029
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・期日 8fJl日~日日の毎週木曜、技大

と雨天むときは'fl[J-

時間 l供与 時3D分

・会場科学教室、民(参加問〉
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芝季宇寺JJIJ緩「おもちゃと遊びj

おもちゃのおもしろさを紹介する。

期間 7月Zlfi (火)-お月 30口([:1)

・会場特別幌市宅

(~-)体鞍学智 子作りおもちゃを作ろう

ャ期日 71125日(↓)、 8 rJZ6日(本)

日 手 lOI主昨年

岳会場科Y教 主

命定員ノj、γノ}以[ 各30人(抽選)

ー申し込み 7 fi20Hまでに往復はがきで

ぶ議議会。子供。〉過びと文化

. Li!待 7日26ij (日 )13時~lS時

岳会場品単(人場目出)

講師 おもちゃ博 '1'田 幸 平 氏

v夏休み自浅草野究機談会

@期II 7f-12411 (金〉、 訪日 25f1 (クく)

時間 9白書九 12時

ー会場科学教主

企夏休み研究議

{みんなで競べよう勧セミのぬけがら調べ〕

.lj名 7}-j24[] (金〉ガイダンス、 8

II (f_l)観察合、 26fj (水)まとめ

。出し込み 7 j-j20[ iまでに往復はがきで

{由摂顎察入門講座ー員化石を調べよう]

-1:1程 8}j 1lf1 (ふた〉、 (水)、 14日 (金)

・中し込み 詩 fJ1 1"1までに柱視はがきで

{体験学習・簡易実体観そ作ろう}

日時日 fJ1 fj (レ) 10時時

・会場 料 7司教官

ー材料費 600円(ゴ3汀持参)

③申し込み 7月初日までに往復はがきで

日プラネタリウム「いん石j

いんiiO)生いたちやそこに秘められた情報



鱒 受 付 午 後 3時 -2時

調会場探健センター

調母子韓康手帳、筆記用具、指ブラ

シ(1議 6か月児のみ)持事

3か月見3
8J-J19日 4年 4月 1 日F乞

8 月 26E-:l年 4 日-30日 ~f

1識 6か汚泥]

> 8 4日 3年 2月 lrJ--訪日生

・8月四日 3年 2fJ16日

3議泥]

得 8月20日 ヱ 年 6fj 1口---15fJ生

・8月278 年 6FJ 16 t:1r-..，3u日生

〈ブ〉

要援対象 3か月以と 4議未満で、見

CG接揮を lDとlも受けていない乳

拍児

翻開業医、情院で接揮を。接麓Hは

成蹄とと相説を

璃探検証、母子鵠鹿手帳を持幸

鶴対象 2 歳 6 か月までの手LÄfJ!fc~

窃軒目孟毎日 8 :3日、 17日

調時間午前 9 時~~10時

盟会場平塚保鍵戸万

覇申し込み電話で早場保韓所へ

生按10か か ら 1歳未満の乳幼犯

が受ける鍵康診査or母子憧旗手帳別

冊 iを持参のうえ指定の[久控機関で

受訟を

連れて行ってくれる。昼間はママ

一緒に、パパの買ってくれたわん

くペンギンで遊んでいる。 一作C'

〈応 轟〉 はが きに 赤ち ぬんの名前、生年月日と間親

の住所、氏名、生年月日、竜話洛号、職業を書いて

お出しくださいロ対象は 1歳 未 構 む お ち ゃんです。応募されたはがき

培、毎月初日 (20日消印まで)に締め切り 、 抽 選 で み ち ゃ ん を 智 月 早

広報紙に掲載しま"'"なお掲載した誹ちゃんには、記念写真と広報紙

10部を悲しあげます。<今Rの路葬者は49人でした〉

震観送り先 手家市境問1f1J9~ 1 平壇市広報広聴課持ちゃんのステ
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盤龍ヱ 錦対 象は 3か月以上 4語末

満の乳幼児。 3週 間 か ら 8週間の

間隔で 3['ヲj受 廿 る

醸欝 2期第 l期の 3回目的接種目

から i年以上 l年 6か月以内に 1

回受ける。 5歳 6か月に遣するま

で受けられるが、 4議までに終了

することが望ましい

難開業医、病院で接麗を。接種目は

底部とご相談を

醸揮険証、母子盤鹿手帳を持事

雪月 18ヨ〈主役〉
午後 6時30分存者能

中央公認舘
El B本歌曲、トスティ、オベ

うアリア等

。入場料 S席 2500丹(全席指定)

務務帯市民センター、サクラ

書 j吉、ヤンレイレコード、花水

書J吉、稲元震斑器躍で発売中

ー飼い会わせ市民センター滋話32~2235

ツ

74歳以仁の方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧 の助成そ行ってい

る。

。受穣葬の交付

大正 7年 6月30日以蔀にさ主まれた万は 8枚。

大工E7年 7月 1ほから:大工E8伝 3汚までに生ま

れた方は、 74裁になった月から 3か汚に 2枚の

競合で交付する。

。重量己免援重曹 1般につき600円

。提告し込み 印鑑および鍵康手帳または健康保

書免震を持番多のうえ、高齢福祉課へ。
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問
い
合
わ
せ
先
間
大
学
平
塚
キ

ャ
ン
パ
ス
(
電
話
臼
!
四
一
一
一
)

{
車
溝
大
学
中
長
国
審
輯
}

マ
利
用
期
間

7
月
訂
日
(
月
)
j
I
3

8
月
羽
田
(
月
)
、
除
く
土
・
日
曜

日
と
8
月
叩
臼
S
M
日

・
時
間
午
前
9
時
ら
午
後
5
時

7
問
い
合
わ
せ
先
同
大
学
期
南
校

舎
(
電
話
同
国
一
一
二
一
)

勤
労
会
館
(
電
話
泣
三
三
五

五
)
で
は
、
全
館
消
毒
む
た
め
8
月

日
日
(
土
)
か
ら
げ

B
(月
)
ま
で

休
舘
と
な
る
。
ご
了
承
告
。

-
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
信

託
輯
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証
券

の
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{
本
荘
円
心
グ
ル
ー
プ
畏
(
日
本

語
)
}
7
月
日
目
(
火
)
S
U
日

(
月
)

{
ギ
ャ
ラ
リ
ー
委
員
会
内
リ
品
展
}
7

月
詔
日
(
火
)
3
8
月
間
臼
(
月
)

平
成
4
年
度
平
即
時
高
舗
コ
ン
ク
ー

ル
の
参
加
底
を
募
集
す
る
。

/ 

守
参
加
資
格
①
過
去
1
年
以
上
、

市
内
で
物
品
販
売
お
よ
び
飲
食
、
サ

ー
ビ
ス
講
を
昔
ん
で
い
る
こ
と
②

資
本
金
む
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が

一
千
万
円
以
下
の
法
人
、
ま
た
は
常

時
檀
用
す
る
従
業
員
が
町
人
以
下
の

法
人
お
よ
び
個
人

マ
申
込
期
醒

8
月
日
日
(
土
)

マ
申
込
先
簡
業
親
光
課
商
業
部

(
内
韓
五
六
ニ
)

l
J
 

県
立
湘
南
養
護
学
校
(
御
臆
・
電

話
加
j
七
一
一
一
一
)
で
は
、
地
域
自

方
々
と
棄
し
む
夏
ま
つ
り
を
開
く

0

7
日
時

7
月
羽
目
(
日
)
午
後
1

時
i

守
会
場
県
立
湘
南
葺
謡
学
校

マ
内
容
カ
ル
チ
M
!
教
室
(
粘
1
f
ム

工
芸
、
木
工
芸
)
、
ハ
サ
!
、
詰
踊

り
、
ゲ
!
ム
大
金
活
か

市
で
は
友
好
都
市
高
山
市
舎
花
巻

市
と
姉
昧
都
市
ロ
ー
レ
ン
ス
市
の
み

な
さ
ん
を
ホ
i
ム
ス
テ
J

さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
事
底
の
登
鮭
そ
お
受
け

し
て
い
る
。
希
望
さ
れ
る
と
智
麿
は

受
持
申
請
を
。

な
お
、
既
に
ホ
?
ム
ス
テ
ノ
を
行

っ
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
回
目
黒

の
意
志
を
確
認
の
つ
え
名
簿
の
提
出

を
0

7
応
募
期
限

7
月
四
日
(
水
)

マ
応
募
先
帯
(
流
輯
鐙
課
交
流
親
善

担
当
(
内
韓
五
九
七
)

{
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
・
A

骨
を

生
曹
る
た
め
の
援
史
と
文
学
}

・
燈
史
講
直
古
代
か
ら
近
世
を
い

く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
学
ぶ
。

文
学
識
臆
近
代
文
字
、
現
代
文

字
を
過
し
て
ど
う
生
き
る
か
を
考
え

る。マ
日
程

・
歴
史
講
塵

7
月
四
日
(
七
)
S

U
日
(
月
)
、

8
月
泣
日
(
之
)
1

お
日
(
日
)
、
全
5
日
間

・
文
学
講
座

7
月
四
円
(
水
)
〈
〉

目
白
(
金
)
、

8
円
部
自
(
火
)

j

k

p

羽
田
(
水
)
、
全
5
日
間

mm
時
間
は
い
す
れ
も
午
前
日
時

su

時
間
分

守
会
場
県
立
平
塚
江
南
高
校

マ
対
象
学
生
を
除
く
…
般
市
民
各

刊
人
(
抽
選
)

マ
受
講
料
無
料

マ
申
品
品
期
限

7
月
初
日
(
月
)

申
し
込
み
は
、
性
慢
は
が
き
で
、

守
加
平
塚
市
諏
訪
町
5

1

県
立

早
塚
江
構
高
校
(
電
話
目
!
二

O
六

六
)
へ
。

{
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
講
産
・
進
捗
を

た
テ
レ
ビ
塔
付
き
展
望
台
は
、
ま
し
た
。

テ
レ
ピ
神
奈
川
の
ほ
か
六
社
の
テ
レ
ビ
塔
付
き
展
望
台
は
素

電
波
中
継
局
て
、
現
夜
は
テ
レ
精
ら
し
い
眺
め
を
桑
し
む
た
め

ピ
神
奈
川
が
管
理
し
て
い
ま
す
の
施
設
で
す
。
今
後
も
大
切
に

が
、
鍵
を
つ
け
る
遊
び
が
流
行
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
感
い

し
、
せ
っ
か
く
の
美
談
、
時
眺
望
ま
す
。
(
み
ど
り
公
商
議
)

を
損
ね
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
捕
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

そ
こ
で
、
市
と
テ
レ
ビ
局
で
お
気
軽
に
広
報
広
聴
議
広
総
記

協
議
し
、
今
年
度
中
に
鍵
の
撤
当
(
内
線
三
五
五
)

去
と
塗
装
を
行
う
こ
と
に
な
り
く
だ
さ
い
。

輯
け
る
建
設
機
械
を
理
解
す
る
〕

マ
日
程

9
月
5
日
、
日
月
日
日
の

毎
週
土
瞳
臼
(
除
く
H
H
7
日)、

日
月
6
日
(
金
)

a

全
日
日
間

・
時
間
同
午
後
1
時
却
庁
、
5
時
却

ふ
J4ノマ

会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
ラ
サ

(
M
Nど
ル
口
階
)

マ
対
象
県
内
に
お
勤
め
の
方
組

人
(
先
箸
鵬
)

マ
畳
講
料
無
料

マ
申
込
受
付

8
月
ヱ
ロ
(
土
)
日

申
し
込
み
は
、
コ
マ
ツ
研
究
本
部

事
務
部
総
務
課
(
電
請
同
一
二

一
)
へ
。

{
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
議
鹿
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
口
ポ
y
ト
を
組
み
合
わ
せ
、

無
人
運
転
に
て
事
補
的
な
ベ
ン
立
て

そ
製
作
す
る
]

マ
日
韓

9
月
訪
日
(
土
)
S
U
月

5
日
(
土
)
ま
で
む
う
ろ
の
全
8
日

間・
時
間
午
後
1
時
1
5
時

マ
会
場
県
立
平
塚
西
工
業
技
術
高

〉〈ホマ
対
象
工
業
に
関
す
る
企
業
に
お

勤
め
の
万
四
人
(
選
考
)

マ
教
材
費
八
千
円

受
講
資
料
の
請
求
は
、
八
月
十
三

日
(
木
)
ま
で
に
返
信
用
封
簡
を
同

封
し
、
一
一
千
四
平
壕
市
桜
ケ
丘
7
1
1

県
立
平
田
略
語
工
業
技
哨
高
校
(
篭
話

目
。
九
一
七
)
へ
。

を
欄
聞
く

マ
臼
時

8
月
1
日
(
土
)
午
前
9

時
四
分
5
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

守
講
師
フ
ラ
7
1
セ
ン
タ
大
船

植
物
園
木
崎
信
男
氏

マ
内
容
観
葉
植
物
の
手
入
れ

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
闇
斐
セ

ン
タ
!
(
県
農
祭
会
臨
内
・
省
高
お

。
五
九
一
一
一
)

ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
で
安
達
太
良
山
登
山
に

参
加
さ
れ
る
ガ
と
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
す
る
。

マ
日
程

8
月
四
日
(
土

)
i
部
日

(日)、

1
泊
2
臼

マ
コ
i
ス
小
田
原
駅
安
達
点
良

高
原
く
ろ
が
ね
小
岡
崎
(
治
)
安

達
太
良
高
原
小
田
原
駅
〈
パ
ス
〉

門V
募
集
人
員
(
費
用
)
障
害
の
あ

る
方
却
人
(
無
料
)
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
百
十
人
(
二
万
一
一
一
千
六
百
円
、
ぉ

歳
以
下
の
万
は
二
万
一
千
五
百
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉
課
陣

円

六

十

一

一

一

円

一

マ
先
輩
福
祉
へ
世
名
一
千
円
一

時
マ
社
金
構
祉
へ
・
蟻
崎
輝
夫
二
一

称

千

円

一

J

F

J

敬
マ
交
通
議
定
へ
-
塁
本
一
一
千

z
g

円
、
ス
ナ
ッ
ク
あ
し
た
の
ジ
ョ
!

ス
ポ
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ホ
i

二
万
円
、
手
壕
市
交
鵡
安
全
協
会

ツ
に
関
す
る
講
河
λ
ベ
ス
ボ
}
ツ
回
四
百
二
十
二
月

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
わ
れ
門
v
老
人
福
祉
へ
?
小
塩
セ
イ
一

る
n

ご

協

力

を

。

万

円

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ツ
振
興
マ
帯
十
字
社
轟
轟
金
一
千
八
百
四

財
研
(
平
埋
球
場
内
・
電
話
回
十
八
万
四
千
四
百
三
十
円

(
6
月
四

。一

O
二

)

へ

。

日

現

在

)

マ
ス
ポ
ー
ツ
揖
興
基
金
へ
@
朝
倉

f

i

j

/

〉

h

武
久
、
古
川
市
部
各
五
千
円

M
l
L円
-
時
的
ヲ
ぶ
一

5

i
ド
】
一

-
L新
開
ぱ
制
問
日
開

ど
♂
ぢ
孟
ヌ

μ都
/

敬

略

み

d

正
ι
j
h
y

一
切
み
ど
り
基
金
は
、
時
化
問
体
む
助

成
な
ど
に
慣
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園
課

み
ど
り
推
進
部
(
内
縄
四
二
五
)
ヘ
ロ

す
み
ど
り
基
金
へ
鳴
神
奈
川
県
賢

輔
回
収
簡
業
協
同
組
合
平
埠
支
部

八
万
一
一
一
百
四
L
i
四
円
、
フ
リ
I
マ

ケ
ッ
ト
出
活
者
一
間
八
万
七
千
五

百
円
、
木
も
れ
陽
一
万
円
、
ひ
ら

つ
か
押
花
会
暗
一
一
一
千
円
、
椎
野
隆

司
四
千
五
百
二
十
一
一
円
、
平
壕
市

湘
南
農
業
協
同
組
合
鉢
物
部
会
寸

万
円
、
匿
名
3
件
(
一
手
円
)

つ

県動物保護センター(電話58~3411)

では、やむを得ない事情で鋳えなくなっ

た犬、猫を引き取っている。

日、利用される方は印鑑、犬の鍛

札、注射帯主真、愛犬手続を持参していた

だきたい。引き取り車の停帝時掲は15分

間。

なお、犬、強についての苦情、相談や

野犬の捕獲依頼も向センターへ。

[ 8月 3E
9 00 
9 : 25 
9 : 55 
10: 20 

UR福
祉
年
一
内
線

めたたかい社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
龍
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
泊
二
三
一
…
コ
コ
へ
。

マ
杜
金
構
祉
基
金
へ
・
山
川
揖

十
万
円
、
大
場
茂
十
五
万
円
、
ロ

人
会
一
千
円
、
神
奈
川
県
資
掘
間

収
高
業
協
同
組
合
平
嘩
支
部
開
万

三
千
六
十
円
、
百
川
和
好
一
一
万

円
、
二
見
札
一
一
一
六
千
六
百
十
五

円
、
陶
芸
サ
ロ
ン
遊
配
合
湘
南
支
部

六
万
九
千
一
一
百
五
十
円
、
大
島
弘
久

一
一
手
百
五
十
八
月
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ

リ
!
ス
ト
ア
ー
平
塚
明
石
町
忠
二

万
一
一
一
千
八
4

九
円
、
ク
ラ
イ
ス
青
葉

研
究
会
二
十
五
三
千
二
百
九
十
七

円
、
相
撲
刀
制
研
究
会
五
万
九
千

九
百
六
十
六
円
、
国
際
ソ
ロ
ブ
チ
ミ

ス
ト
平
塚
二
斗
万
円
、
第
一
生
命

保
険
相
互
会
社
平
塚
常
業
部
一
万

九
千
五
百
一
一
ふ
七
円
、
や
ま
ゆ
り
生

語
学
校
，
っ
く

υ看
譲
掛
京
政
婦
紹

介
所
各
?
万
円
、
援
名
一
一
千
七

犬司

い
ら
な
く
な
っ
た
樹
木
を
斡
(
あ

っ
)
旋
し
て
い
る
。
希
望
お
れ
る
万

は
、
み
ど
り
公
沼
課
み
ど
り
推
遺
伝

一
五
)
へ
。

つ
げ
(
樹
高

2
が
Z
本
)

10: 55 カ ι:i:}f乏倉吉
13 20 
13 45 
14: 10 

。日程

8 月 7 臼

(金) 13時

~15時紅谷パ

ールロード、

8 月 15 日

(ゴ二) 10 B寺

~15時紅谷パ

-}レロード

く〉ご協力ありがとうございました(岳月)
敬称略

県立平塚江簡高校、古河篭気工業平嘩電鰻製

造所、日本パイオニクス、日本特競塗料、横誤

ゴム平嘩製造所、横揺ゴム中館工場ハマタイト

事業部、横揺エイロクイツブ平壇 事 業 所 、 日 本

パーカーライジング東京事業部
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